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 論 談 録  
第3回「デザイン学論談」レポート 
 
 日 時 ： 2016年5月19日 16:30～19:00 
場 所 ： 吉田キャンパス デザインファブリケーション拠点 
参 加 者 ： 12名 
教員：中小路、富田、村上、平岡、平本、北 
学生：坂口、藤田、岡、寺川、大倉、佐藤 



















２：SDS で実施しやすいテーマと FBL/PBL との相違点。3 日間という短く限ら
れた時間内で行うワークショップに適したテーマ設定の仕方はあるか。 
































































































様々な WS や企業内の研修などでも成功しているという実績がある。 
▽ブレストバトルの流れ 
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は違うものを指しているように思えた。氷や水蒸気、家の散らかり方の話をひ
とまとめに「多様性」と言われてもすぐには理解できない（混沌、カオスといっ
た方がしっくりくる気がした）。ゆえに、岡君（彼は富田先生の発表内容を汲ん
で均一に向かうことも悪いことではないのではないか？という本質的な議論を
しようとしていたように思う）や坂口君と話がかみ合わず、本質的な議論に至
らなかったように思う。 
また現代社会は一般的に「多様性が増している」と表現されることが多く、実
際にそのような言説が人々に認識されているように思う（つまり正しい正しく
ないは別として「多様性」という言葉はそのように使われているという現実が
ある）。そのような認識を持つ相手に向けて多様性が減っていると主張しても混
乱してしまうだろう。そのあたりは「多様性」という言葉をどのように捉えてい
るかを説明した上で理論を展開するべきではないかと感じた。 
 関連原稿：物語の可視化（逐次型弁証法による発見支援）（vol.6） 
 
